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(57)【要約】
【課題】良好な自立性能及び断熱性能を備え、手に持っ
たときにも不快感がないサイドガセットタイプのパウチ
容器を提供する。
【解決手段】フレキシブルシートによって袋状に形成さ
れた容器本体１０と、容器本体１０に取り付けられるス
パウト２０とから構成されている。容器本体１０は、表
裏一対の外装シート１１と、両外装シート１１の両側部
から内側に折り込まれて左右の内ガセット部を形成する
左右一対の内ガセットシート１２と、二つ折りされた状
態で両外装シート１１の両側部から外側に張り出して外
ガセット部を形成する左右一対の外ガセットシート１３
とから構成されており、外装シート１１と内ガセットシ
ート１２とがヒートシールされることによって袋状に形
成されている。外ガセットシート１３は、上下端が外装
シート１１の上下端に一致した状態で、両側縁が内ガセ
ットシート１２の両側縁にヒートシールされており、そ
の下部が左右一対の脚部となる。
【選択図】　　　　図２
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　表裏一対の外装シートの両側部の間に内側に折り込まれた左右一対の内ガセットシート
によって内ガセット部が形成された内容物収容部と、
　前記内容物収容部の両側部から二つ折りされた状態で外側に張り出す左右一対の外ガセ
ットシートによって形成された外ガセット部とを有することを特徴とするサイドガセット
タイプのパウチ容器。
【請求項２】
　前記外ガセット部の下端位置は、前記内容物収容部の下端と同じか、または前記内容物
収容部より下方側に位置する、請求項１に記載のパウチ容器。
【請求項３】
　前記内容物収容部は、前記内ガセットシートの両側縁部が外方に張り出すように、前記
外装シートの両側縁部と前記内ガセットシートの両側縁部の内側部分とを相互にヒートシ
ールして形成され、
　前記外ガセット部は、前記外ガセットシートの両側縁と前記内ガセットシートの両側縁
とをヒートシールして形成されている、請求項１又は２に記載のパウチ容器。
【請求項４】
　表裏一対の前記外装シート及び左右一対の前記外ガセットシートが１枚のシートによっ
て形成されている請求項１～３の何れかに記載のパウチ容器。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　この発明は、清涼飲料等の液体飲料や食品、流動食、医薬品、洗剤等の液体や粘性体を
充填するパウチ容器に関する。
【背景技術】
【０００２】
　この種のパウチ容器としては、例えば、図１２に示すように、サイドガセットタイプの
パウチ５１にスパウト５２が装着されたスパウト付きパウチ容器５０があり、パウチ５１
は、同図に示すように、表裏一対の外装シート５１ａの両側部からガセットシート５１ｂ
が内側に折り込まれ、そのガセットシート５１ｂの周縁部が外装シート５１ａにヒートシ
ールされると共に外装シート５１ａの上縁部及び下縁部が相互にヒートシールされること
によって袋状に形成されている。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００３】
【特許文献１】特開２００５－２６３２６０号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００４】
　ところで、このようなサイドガセットパウチでは、パウチ５１部分を手に持って、充填
された内容物をスパウト５２から直接飲んだり、注いだりする場合、外装シート５１ａの
側縁とガセットシート５１ｂの側縁とがヒートシールされている側縁シール部分のエッジ
部が掌に当たって、不快感があるといった問題がある。
【０００５】
　また、ガセット部の幅が広い大容量のパウチの場合、内容物を充填した状態では、底部
における奥行き方向の広がりも大きくなり、これを載置すると、内容物の自重によって、
底部から下方側に張り出している、外装シートの下端縁同士がヒートシールされた底シー
ル部が載置面に押し付けられて折れ曲がるので、ある程度の自立性能を確保することがで
きるが、ガセット部の幅が狭い、薄型で小容量のパウチの場合は、内容物を充填しても、
底部における奥行き方向の広がりが小さく、内容物の自重も小さいので、底部から張り出
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した底シール部が折り曲がりにくく、自立させることが難しいのが現状である。
【０００６】
　特に、内容物が、冷やしたり、暖めたりするアイスクリームや飲料等の食品の場合、パ
ウチ５１自体の断熱性能を高めようとすると、パウチ５１を形成しているシートの肉厚を
大きくすることになるが、シートの肉厚を大きくすると、底シール部の剛性が大きくなり
、さらに自立しにくくなる。
【０００７】
　そこで、この発明の課題は、手に持ったときにも不快感がなく断熱性能に優れたサイド
ガセットタイプのパウチ容器を提供することにあり、さらに加えて良好な自立性能を備え
ることが可能なパウチ容器を提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００８】
　上記の課題を解決するため、請求項１に係る発明は、表裏一対の外装シートの両側部の
間に内側に折り込まれた左右一対の内ガセットシートによって内ガセット部が形成された
内容物収容部と、前記内容物収容部の両側部から二つ折りされた状態で外側に張り出す左
右一対の外ガセットシートによって形成された外ガセット部とを有することを特徴とする
サイドガセットタイプのパウチ容器を提供するものである。
【０００９】
　また、請求項２に係る発明は、請求項１に係る発明のパウチ容器において、前記外ガセ
ット部の下端位置が、前記内容物収容部の下端と同じか、または前記内容物収容部より下
方側に位置していることを特徴としている。
【００１０】
　また、請求項３に係る発明は、請求項１又は２に係る発明のパウチ容器において、前記
内容物収容部は、前記内ガセットシートの両側縁部が外方に張り出すように、前記外装シ
ートの両側縁部と前記内ガセットシートの両側縁部の内側部分とを相互にヒートシールし
て形成され、前記外ガセット部は、前記外ガセットシートの両側縁と前記内ガセットシー
トの両側縁とをヒートシールして形成されていることを特徴としている。
【００１１】
　また、請求項４に係る発明は、請求項１～３の何れかに係る発明のパウチ容器において
、表裏一対の前記外装シート及び左右一対の前記外ガセットシートが１枚のシートによっ
て形成されていることを特徴としている。
【発明の効果】
【００１２】
　請求項１に係る発明のパウチ容器は、二つ折りされた外ガセットシートによって、内ガ
セットシートの両側縁が覆われているので、このパウチ容器を手に持って取り扱う場合で
あっても、内ガセットシートの両側縁のエッジ部が掌に当たることがなく、不快感を与え
ることがない。
【００１３】
　また、内ガセットシートと外ガセットシートとの間には空間が形成され、この空間内に
は、断熱効果の高い空気が存在するので、このパウチ容器の両側縁部分に断熱性能が付与
されることになる。従って、外装シートに触れないように、親指で一方の側縁を、残りの
指で他方の側縁を挟み込むようにして、このパウチ容器を持つと、内容物が、冷やしたり
、暖めたりするアイスクリームや飲料等の食品の場合であっても、このパウチ容器を持つ
手に冷たさや熱さを感じにくいという効果が得られる。
【００１４】
　また、請求項２に係る発明のパウチ容器に内容物を充填すると、内容物収容部の底部が
奥行き方向に広がることによって、底部から下方側に張り出している、外装シートの下端
縁同士をヒートシールしてなる底シール部が僅かに持ち上がるが、内容物収容部の両側部
に設けられている左右一対の外ガセット部の下端縁は持ち上がることはないので、これを
載置すると、外ガセット部の下部が脚部として機能し、内容物収容部の底部から下方側に
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張り出している底シール部は浮き上がった状態になるので、ガセット部の幅が狭い、薄型
で小容量のパウチ容器であっても、安定した状態で自立させることができる。
【００１５】
　また、請求項３に係る発明のパウチ容器は、表面上、外装シートと外ガセットシートと
の接合部に段差が生じないため、パウチ容器全体の審美性に優れ、かつ、手に持ったとき
の不快感をより低減することができる。
【００１６】
　また、請求項４に係る発明のパウチ容器は、外側に露出する、表裏一対の外装シート及
び左右一対の外ガセットシートを１枚のシートによって形成しているので、パウチ容器の
外表面にデザインや文字等の表示を行う場合、外装シートから外ガセットシートに渡って
連続的に表示印刷を施すことができ、表示デザインの自由度が大きくなると共に、外装シ
ートと外ガセットシートとの間でデザインのずれ等が発生しないので綺麗に仕上げること
ができる。
【図面の簡単な説明】
【００１７】
【図１】この発明に係るパウチ容器の一実施形態を示す斜視図である。
【図２】同上のパウチ容器を示す正面図である。
【図３】図２のＸ－Ｘ線に沿った断面図である。
【図４】（ａ）は同上のパウチ容器を構成している外装シート、内ガセットシート及び外
ガセットシートを示す正面図、（ｂ）は同上の外装シート、内ガセットシート及び外ガセ
ットシートを示す平面図である。
【図５】（ａ）は同上のパウチ容器に内容物を充填して載置した状態を示す正面図、（ｂ
）は同上のパウチ容器に内容物を充填して載置した状態を示す平面図である。
【図６】他の実施形態であるパウチ容器を示す斜視図である。
【図７】同上のパウチ容器を示す正面図である。
【図８】（ａ）は同上のパウチ容器に内容物を充填して載置した状態を示す正面図、（ｂ
）は同上のパウチ容器に内容物を充填して載置した状態を示す平面図である。
【図９】（ａ）は他の実施形態であるパウチ容器を示す正面図、（ｂ）は同上のパウチ容
器を示す背面図である。
【図１０】（ａ）は他の実施形態であるパウチ容器を示す正面図、（ｂ）は同上のパウチ
容器を示す背面図である。
【図１１】図９（ｂ）のＹ－Ｙ線や図１０（ｂ）のＺ－Ｚ線に沿った断面図である。
【図１２】他の実施形態における図３に対応する部分を示す断面図である。
【図１３】他の実施形態における図３に対応する部分を示す断面図である。
【図１４】他の実施形態における図３に対応する部分を示す断面図である。
【図１５】他の実施形態における図３に対応する部分を示す断面図である。
【図１６】従来のパウチ容器を示す斜視図である。
【発明を実施するための形態】
【００１８】
　以下、実施の形態について図面を参照して説明する。図１及び図２に示すように、この
パウチ容器１は、フレキシブルシートによって袋状に形成された容器本体１０と、この容
器本体１０に取り付けられる熱接着性樹脂によって形成されたスパウト２０とから構成さ
れており、容器本体１０は、その両側部に一対の脚部１０Ａを備えている。
【００１９】
　前記容器本体１０は、図４（ａ）、（ｂ）に示すように、ポリエチレンテレフタレート
によって形成された厚さ１２μｍの基材層に、アルミニウム箔によって形成された厚さ７
μｍのガスバリア層、ポリアミドによって形成された厚さ１５μｍの補強層及びポリエチ
レンによって形成された厚さ７０μｍのシーラント層が順次積層された４層構造の表裏一
対の外装シート１１、１１と、両外装シート１１、１１の両側部の間に内側に折り込まれ
て左右の内ガセット部を形成する、外装シート１１と同一構造の左右一対の内ガセットシ
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ート１２、１２と、二つ折りされた状態で両外装シート１１、１１の両側部から外側に張
り出して外ガセット部を形成する、シーラント層の厚みが１００μｍである点を除いて、
外装シート１１と同一構造の左右一対の外ガセットシート１３、１３とから構成されてい
る。
【００２０】
　そして、図２及び図３に示すように、内ガセットシート１２、１２の両側縁部ＳＥ２が
外方に張り出すように、外装シート１１、１１の両側縁部ＳＥ１と内ガセットシート１２
、１２の両側縁部ＳＥ２の内側部分ＩＰとが相互にヒートシールされると共に内ガセット
シート１２、１２の両側縁部ＳＥ２を除く周縁部が外装シート１１、１１にヒートシール
され、外装シート１１、１１の下縁部ＤＥ１が相互にヒートシールされることによって、
内容物収容部が袋状に形成されている。
【００２１】
　前記外装シート１１及び両外装シート１１、１１の両側部から内側に折り込まれる内ガ
セットシート１２は、図４に示すように、それぞれの両側縁部ＳＥ１、ＳＥ２の下側に下
方側に向かって内側に傾斜した下部傾斜縁部ＤＳ１、ＤＳ２を有しており、この下部傾斜
縁部ＤＳ１、ＤＳ２の上端から下側の部分が、容器本体１０における内容物収容部の底部
を形成するようになっている。
【００２２】
　前記外ガセットシート１３、１３は、図２及び図３に示すように、その上端及び下端が
、外装シート１１、１１の上端及び下端に一致した状態で、その両側縁部ＳＥ３が内ガセ
ットシート１２、１２の両側縁部ＳＥ２にヒートシールされると共に、二つ折りされた各
外ガセットシート１３、１３の上縁部同士が相互にヒートシールされて外ガセット部が形
成されており、内ガセットシート１２、１２にヒートシールされていない外ガセット部の
下部が、上述した左右一対の脚部１０Ａとなる。
【００２３】
　このようにして形成された容器本体１０は、その上端側が開口されているが、容器本体
１０にスパウト２０を装着する際に、外装シート１１、１１の上縁部が二つ折りされた外
ガセットシート１３、１３の上縁部と共にヒートシールされることによって、閉塞される
ようになっている。なお、図２における網掛け表示部分が、容器本体１０のヒートシール
部分を示している。
【００２４】
　前記スパウト２０は、ポリエチレンやポリプロピレン等により形成され、袋状の容器本
体１０に取り付けられる固着部２１と、この固着部２１の上部に設けられた、スクリュー
キャップ２２によって開閉可能な飲口または注口となる口部と、固着部２１の下部に設け
られた、容器本体１０内に充填された内容物を吸い上げる導出管（図示せず）とから構成
されており、導出管が容器本体１０内に挿入された状態で、固着部２１の側面が容器本体
１０の上縁部にヒートシールされている。
【００２５】
　以上のように構成されたパウチ容器１は、二つ折りされた外ガセットシート１３、１３
によって、内ガセットシート１２、１２の両側縁が覆われているので、このパウチ容器１
を手に持って取り扱う場合であっても、内ガセットシート１２、１２の両側縁のエッジ部
が掌に当たることがなく、不快感を与えることがない。特に、内容物収容部が、内ガセッ
トシート１２の両側縁部ＳＥ２が外方に張り出すように、外装シート１１の両側縁部ＳＥ
１と内ガセットシート１２の両側縁部ＳＥ２の内側部分ＩＰを相互にヒートシールして形
成され、外ガセット部が、外ガセットシート１３の両側縁部ＳＥ３と内ガセットシート１
２の両側縁部ＳＥ２をヒートシールして形成されているので、外装シート１１と外ガセッ
トシート１３との接合部に段差が生じないため、手に持ったときの不快感をより低減する
ことができ、且つパウチ容器１全体の審美性に優れる。
【００２６】
　また、内ガセットシート１２、１２と外ガセットシート１３、１３との間には空間が形
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成され、この空間内には、断熱効果の高い空気が存在するので、このパウチ容器１の両側
縁部分に断熱性能が付与されることになる。従って、外装シート１１、１１に触れないよ
うに、親指で一方の側縁を、残りの指で他方の側縁を挟み込むようにして、このパウチ容
器１を持つと、内容物が、冷やしたり、暖めたりするアイスクリームや飲料等の食品の場
合であっても、このパウチ容器１を持つ手に冷たさや熱さを感じにくいという効果が得ら
れる。
【００２７】
　さらに、このパウチ容器１に内容物を充填すると、図５（ａ）、（ｂ）に示すように、
容器本体１０の内ガセット部及び外ガセット部と共に、外装シート１１、１１及び内ガセ
ットシート１２、１２によって形成された内容物収容部の底部が奥行き方向に広がること
によって、その底部から下方側に張り出している、外装シート１１、１１の下端縁部ＤＥ
１同士をヒートシールしてなる底シール部が僅かに持ち上がるが、下部が内ガセットシー
ト１２、１２の両側縁にヒートシールされていない左右一対の外ガセットシート１３、１
３により形成された外ガセット部の下端縁は持ち上がることはないので、これを載置する
と、外ガセット部の下部が脚部１０Ａとして機能し、内容物収容部の底部から下方側に張
り出している底シール部は浮き上がった状態になるので、ガセット部の幅が狭い、薄型で
小容量のパウチ容器であっても、安定した状態で自立させることができる。
【００２８】
　特に、このパウチ容器１では、外装シート１１や内ガセットシート１２に比べて、外ガ
セットシート１３の肉厚が大きくなっているので、容器本体１０における外ガセット部に
よって形成される脚部１０Ａの剛性だけが大きくなり、脚部１０Ａがへたりにくい。
【００２９】
　なお、上述したパウチ容器１では、二つ折りされた各外ガセットシート１３、１３の上
縁部同士が相互にヒートシールされているが、これに限定されるものではなく、図６～図
８（ａ）、（ｂ）に示すパウチ容器２のように、各外ガセットシート１３、１３の上縁部
同士を相互にヒートシールすることなく、内容物を充填した状態で、外ガセット部が上端
から下端まで同じように開くようにしてもよい。
【００３０】
　ただし、その場合は、内容物を充填したときの容器本体１０を所定の形状に保持するた
め、二つ折りされた状態の内ガセットシート１２における外装シート１１の両側縁の上端
角部に対応する部分に切欠部１２ａを形成し、この切欠部１２ａを介して、表裏一対の外
装シート１１、１１同士が相互にポイントシール（ヒートシール）されるようにしておく
ことが望ましい。
【００３１】
　また、上述した各実施形態では、外装シート１１、１１と外ガセットシート１３、１３
とを個別のシートによって形成しているが、これに限定されるものではなく、例えば、図
９（ａ）、（ｂ）に示すパウチ容器３や図１０（ａ）、（ｂ）に示すパウチ容器４のよう
に、表裏一対の外装シート１１、１１及び左右一対の外ガセットシート１３、１３を１枚
の連続シート１４で構成することも可能である。
【００３２】
　具体的には、図１１に示すように、二つ折りされた左右一対の内ガセットシート１２、
１２を包み込むように１枚の連続シート１４を折り重ね、一方の側縁を二つ折りされた一
方の内ガセットシート１２の一方（パウチ容器の裏面側）の側縁に重ね合わせた状態で、
その側縁に他方の側縁を突き合わせ、内ガセットシート１２、１２の両側縁部と連続シー
ト１４とをヒートシールすればよい。
【００３３】
　このように、表裏一対の外装シート１１、１１及び左右一対の外ガセットシート１３、
１３を１枚のシート１４で構成すると、パウチ容器１の外表面にデザインや文字等の表示
を行う場合、パウチ容器３、４の表面側の全面、裏面側の大部分（外装シート及び一方の
外ガセットシートに相当する部分）に連続的に表示印刷を施すことができ、表示デザイン
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の自由度が大きくなると共に、外装シートと外ガセットシートとの間でデザインのずれ等
が発生しないので綺麗に仕上げることができる。
【００３４】
　また、上述したパウチ容器１では、前記外ガセットシート１３、１３は、図２及び図３
に示すように、その上端及び下端が、外装シート１１、１１の上端及び下端に一致した状
態で、その両側縁部ＳＥ３が内ガセットシート１２、１２の両側縁部ＳＥ２にヒートシー
ルされているが、上述したように、自立性を付与するためには、内容物収容部に内容物を
充填したときに、内容物収容部の底部から下方側に張り出している底シール部が浮き上が
った状態になるように脚部１０Ａが形成されればよいので、外ガセットシート１３、１３
は、その下端が、外装シート１１、１１の下端から下方側に張り出した状態で、その両側
縁部ＳＥ３が内ガセットシート１２、１２の両側縁部ＳＥ２にヒートシールされてもよい
。
【００３５】
　また、上述したパウチ容器１では、内ガセットシート１２、１２の両側縁部ＳＥ２が外
方に張り出すように、外装シート１１、１１の両側縁部ＳＥ１を内ガセットシート１２、
１２の両側縁部ＳＥ２の内側部分ＩＰにヒートシールすると共に、外ガセットシート１３
、１３の両側縁部ＳＥ３を、外装シート１１、１１の両側縁部ＳＥ１から外側に張り出し
た内ガセットシート１２、１２の両側縁部ＳＥ２にヒートシールするようにしているが、
これに限定されるものではなく、例えば、図１２に示すように、外装シート１１、１１の
両側縁部ＳＥ１が内ガセットシート１２、１２の両側縁部ＳＥ２から外側に張り出すよう
に、内ガセットシート１２、１２の両側縁部ＳＥ２を外装シート１１、１１の両側縁部Ｓ
Ｅ１の内側部分ＩＰにヒートシールすると共に、外ガセットシート１３、１３の両側縁部
ＳＥ３を、外装シート１１、１１の両側縁部ＳＥ１にヒートシールするようにしてもよい
。
【００３６】
　また、上述した各実施形態では、内ガセットシート１２と外ガセットシート１３とを個
別のシートによって形成しているが、これに限定されるものではなく、図１３に示すよう
に、内ガセットシート１２と外ガセットシート１３とが一体化されたチューブ状シート１
５を採用することも可能であり、その場合は、同図に示すように、扁平に折り畳んだチュ
ーブ状シート１５の幅方向の中央部を所定幅で外装シート１１の側縁部にヒートシールす
ればよい。
【００３７】
　また、上述した各実施形態では、外ガセットシート１３を内ガセットシート１２や外装
シート１１にヒートシールしているが、これに限定されるものではなく、例えば、図１４
に示すように、外ガセットシート１３の側縁部を接着剤や両面粘着テープ等を用いて外装
シート１１の外面に貼着したり、図１５に示すように、内ガセットシート１２の外面に貼
着することも可能である。
【００３８】
　また、上述した各実施形態では、袋状の容器本体１０にスパウト２０が装着されたパウ
チ容器１～４について説明したが、これに限定されるものではなく、スパウトのないパウ
チ容器についても本発明を適用することができることはいうまでもない。
【産業上の利用可能性】
【００３９】
　本発明は自立性が要求されるパウチ容器に適用することができる。
【符号の説明】
【００４０】
　１、２、３、４　パウチ容器
　１０　容器本体
　１０Ａ　脚部
　１１　外装シート
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　１２　内ガセットシート
　１３　外ガセットシート
　１４　連続シート
　１５　チューブ状シート
　ＳＥ１　外装シートの側縁部
　ＳＥ２　内ガセットシートの側縁部
　ＳＥ３　外ガセットシートの側縁部
　ＩＰ　内ガセットシートの側縁部の内側部分
　ＤＥ１　外装シートの下縁部
　ＤＳ１　外装シートの下部傾斜縁
　ＤＳ２　内ガセットシートに下部傾斜縁
　２０　スパウト
　２１　固着部
　２２　スクリューキャップ

【図１】 【図２】
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